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各位 
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＜写真展ニュースリリース送付のご案内＞ 
 
 

日本の近代写真を支えてしまった?! 波乱万丈の男がいた 
 

「明治に生きた“写真大尽” 鹿島清兵衛 物語」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ぽん太」明治28（1895）年頃 

撮影：鹿島清兵衛 鶏卵紙プリントに手彩色 

富士フイルム株式会社蔵 ※展示作品は複製 

 

 

FUJIFILM SQUARE 写真歴史博物館 企画写真展 

開 催 期 間 ： 2019年6月1日（土）－8月31日（土） 

開 館 時 間 ： 10：00－19：00（入場は閉館10分前まで） 会期中無休 

会 場 ： FUJIFILM SQUARE（フジフイルム スクエア） 写真歴史博物館 

併催イベント ： ギャラリートーク 

入場無料 
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FUJIFILM SQUARE 写真歴史博物館 企画写真展 

「明治に生きた“写真大尽” 鹿島清兵衛 物語」 

開催のお知らせ 

 

FUJ IF I LM  SQ UARE（ フ ジ フ イ ルム  スク エ ア） 写真歴 史 博物 館 では、 2019 年6 月1 日（ 土） から

8 月31日（ 土） まで 、 明 治期 に活 躍 した 写真 家・ 鹿島 清 兵衛 の 写真 展を 開催 いた し ます 。 本 展 は、

“ 写 真 大 尽 ” と し て 日 本の 写 真 界 に 大き く 貢 献 し た 鹿 島 の 生 涯 と 功 績 を 紹 介 す る 、 本 邦 初 の 展 覧

会と なります。 

明治中期、裕福な環境に恵まれ、その半生と財産を写真に注ぎ込んだ男がいました。東京・霊厳島

新川（現・中央 区新川）に あった日本有 数の 酒問屋 、鹿島屋 の八代 目鹿 島清 兵衛です。 鹿島屋 は、

越後屋、大丸、白木屋と肩を並べる豪商だったといいます。八代目鹿島清兵衛は、先代が持っていた

写真機を蔵で偶然見つけたのがきっかけで、写真にのめり込み、築地乾板製造所の設立や日本写真

会の結成、大日本写真品評会の創立などに出資し、回り舞台やアーク灯が設備された豪華な写真館

「玄鹿館」を開設するなど、自らの存在を数年間で世間に知らしめました。 

“ 写 真 大尽 ” と 呼 ばれ て い た の は、 明 治 20 年 代 の こ と で す が 、 特別 注 文 し た 大型 写 真機 で 撮 影

した巨大写真やX線写真、マグネシウム閃光を使った夜間撮影など、当時としては前代未聞の写真

制作に挑みます。それは、日本の写真界の発展に大きく貢献しましたが、そのころの破天荒な大盤

振る舞いも当時の話題となりました。 

鹿島は、明治23（1890）年に、新橋「玉の家」の当時はまだ半玉だったぽん太をポスターのモデル

として起用し、それが縁で、後の人生を共に過ごすこととなります。明治29（1896）年には、乱費が

もとで鹿島家と離縁され、以降、写真館の閉鎖や爆発事故による指の切断など、波乱に満ちた晩年

をぽん太に支えられながら過ごしていました。 

本展では、鹿島清兵衛の代表作である宮内省に献上された「富士」（複製）や、九代目市川団十郎が

演じる歌舞伎十八番「暫」の舞台写真（複製）をはじめ、名妓と謳われたぽん太や、鹿島の弟・清三郎の

愛妾おえんたちの妖艶な姿、絹布に焼き付けられた写真応用美術品などを一堂に展示し、鹿島の魅力

に迫ります。単なる道楽を超え、日本の写真界に偉大な功績を残した鹿島清兵衛の豪壮な世界を

どうぞお楽しみください。 
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●鹿島清兵衛（かじま・せいべい） 慶応2（1866）年－大正13（1924）年 

大坂の酒問屋「鹿島屋」の当主鹿島清右衛門の次男・政之助として誕生。東京・新川（現・中央区新川）

の鹿島屋本店の跡取り娘・乃婦（のぶ）と結婚し、八代目鹿島清兵衛となる。明治18(1885)年、浅草

の写真師・今津正二郎を一日おきに家に呼び写真術を学ぶ。明治21(1888)年、小川一真、バルトン

と共に築地乾板製造所を設立。翌年、日本写真会が結成され入会。明治26(1893)年、大日本写真品

評会が創立され副会頭に就任。明治28(1895)年、木挽町（現・中央区銀座）に写真館「玄鹿館」を設立。

館主を弟・清三郎とし美術陳列館を併設。同年、戸田氏共と日本幻燈会を創設。明治29(1896)年、

大日本写真品評会でX線写真の公開実験に成功。翌年、英照皇太后御大葬を日本初の夜間屋外マ

グネシウム閃光で撮影。鹿島家に離縁された後は、玄鹿館を閉鎖。ぽん太を身請けし、京都で写真

館を開くが失敗。数年後、東京の本郷座前に写真館「春木館」を開店。ある日、マグネシウムの爆発

事故を起こし右の親指を切断。写真館を閉じ、三樹如月（みききさらぎ）の名で能の森田流の笛方と

なる。病没。享年58。 

 

 

記 

企画展名 ： FUJIFILM SQUARE 写真歴史博物館 企画写真展 

「明治に生きた“写真大尽” 鹿島清兵衛 物語」 

開催期間 ： 2019年6月1日（土）－8月31日（土） 

10:00－19:00（入場は閉館10分前まで） 会期中無休 

会 場 ： FUJIFILM SQUARE（フジフイルム スクエア） 写真歴史博物館 

〒 107-0052 東京都港区赤坂9丁目7番3号（東京ミッドタウン・ウエスト）  

TEL 03-6271-3350 URL http://fuj i f i lmsquare. jp/ 

作品点数 ： 25点（予定） 

※ 展示作品の一部は複製です。 

入 場 料 ： 無料 

※ 企業メセナとして実施しており、より多くの方に楽しんでいただくために入場無料にして
おります。 

主 催 ： 富士フイルム株式会社 

監 修  ： 井桜直美（古写真研究家） 

協 力 ： 一般財団法人 日本カメラ財団 

企 画 ： フォトクラシック 

 

【写真展併催イベント】ギャラリートーク  
●井桜直美氏（古写真研究家、本展監修）によるギャラリートーク 

“写真大尽”鹿島清兵衛の生涯と作品について語ります。 

日時 ： 2019年6月29日（土）14:00－／16:00－ 

2019年7月20日（土）14:00－／16:00－ 

2019年8月10日（土）14:00－／16:00－ 

各回ともに約30分の予定です。 

 

会場 ： 写真展会場内 

※座席はございません。※参加無料、申し込み不要 

※イベントの内容が変更・中止となる場合がございます。予めご了承ください。 
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展示予定の作品（一部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「田子ノ浦より田子ノ浦橋と富士を望む」明治20年代(1887－1896) 
撮影：鹿島清兵衛 鶏卵紙プリントに手彩色 

日本カメラ博物館蔵 ※展示作品は複製 

「王子 滝野川の紅葉」明治20年代(1887－1896) 
撮影：鹿島清兵衛 鶏卵紙プリントに手彩色  
長崎大学附属図書館蔵 ※展示作品は複製 

「鶴の背中で笛を吹く女性」明治28－30(1895－1897)年頃  
撮影：鹿島清兵衛 鶏卵紙プリントに手彩色  

桜堂蔵 ※展示作品は複製 

「ぽん太」明治28（1895）年頃 

撮影：鹿島清兵衛 鶏卵紙プリントに手彩色 
富士フイルム株式会社蔵 ※展示作品は複製 

「ぽん太とおえん」明治28(1895)年頃 
撮影：鹿島清兵衛 鶏卵紙プリントに手彩色 

個人蔵 
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写真を中心とする富士フイルムのフォトギャラリー＆ショップ。入館無料で、どなたでもお気軽にご覧いただけます。クオリティの

高いさまざまなジャンルの写真を展示する富士フイルムフォトサロン、写真とカメラの歴史を学べる写真歴史博物館のほか、最

新の富士フイルム製品をご体験いただけるコーナー、Xシリーズのプリント作品をご覧いただくギャラリーX、さらには、スキンケ

ア・サプリメント商品の販売を行うショップもあり、幅広い層の方にお楽しみいただける施設です。年中無休（年末年始を除く）、

入場無料。 

 

「FUJIFILM SQUARE（フジフイルム スクエア）の活動」は、公益社団法人企業メセナ協議会
※

主催の「メセナ

アワード2018」において、優秀賞「瞬間の芸術賞」を受賞しました。 
①「富士フイルムフォトサロン」の運営、②「写真歴史博物館」の運営、③「フジフイルム・フォトコレクション」
の収蔵・展示の3つの総合的な活動が評価されたものです。 

※  企業による芸術文化支援（メセナ）活動の活性化を目的に1990年に設立された、日本で唯一のメセナ専門の中間支援機関。 


